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2017(平成29)年3月24日（金）発行

く東日本大陸災･福島第一原発事故から6年＞◇鎮魂と地域再生への願いを込め、3月

10･11日夜、市内5カ所で、アークライトの光で“原町無線塔”を再現する『南相馬

光のモニュメント』が開かれ、「無線塔の記念誌」も発行されました。◇3月23．24日

籠尭墨M懸懸蝋琴窒蜜窒鰯撫請筌電鵲鱒瀧鱈雷管！

九条は局きち

劃を考え細Z4条家族のあ&I方＞
を出すのは‘よ〃〃なみぜつか〃です’
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|憲濫が道徳Xごロ
24条に｢家族条項』を新設．古い価値観を復活･国の責任放棄も
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▲＜右＞が現在の憲法24条、＜左＞が自民党改憲草案の24条

◆｢個人｣よりも『家族』を社会の基礎的単位という考え方は、戦前の

「家・家族・家長（戸主）・天皇」中心の時代に逆戻りです。

◆『法は道徳に踏み込まず』という世界の常識を無視しています。

◆「家族が助けあえ』と規定し、国や政府が行うべき生活保護や
子育て支援、介護支援などを後退させ、国の責任放棄です。

◆さらに今自民党は、『家族教育支援法案』という法律の国会
提出をめざしています。家庭や家族の意義を強調し、「あるべ
き家庭像」を国民に押しつけようとしています。

この2乎条につ↓'て；賛さんぱどうお考えですか？

自民党改憲草案
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|新刊紹介｜
『原発に抗う』\2,160

輪: ｜ョ
震災年の秋から『朝日新聞』に4年半、81シリーズ
が連載された「プロメテウスの罠』は、日本新聞協会

賞などを受愛し、高く評価されています。この『原発に
抗（あらが）う』は、事故の福島第一原発に最も近い朝

日新聞南相馬支局長の本田雅和記者が、企画し執筆した

シリーズを再構成しての発刊。事故で切り捨てられた福

島の被災状況を克明に取材し、被災者が単に国や政府の

言いなりになって受忍していたわけではなく、“原発に

抗い”抵抗し闘う姿を潭身の力で報告されています。

浪江町で牛320頭を飼い続け、国策や原発の不条理

を訴え続ける吉沢正巳さんの「希望の牧場｣、双葉町大

沼勇治さんが考案した看板の「原発スローガン『明るい

未来』｣、川俣町山木屋渡辺幹夫さんの奥様の自殺を追う

「妻よ」など。特に「希望の牧場」は201 5年12月、

＜第21回平和・協同ジャーナリスト基金賞＞を受賞。

受忍を強いられている現在、読んでおきたい－冊です。

一

～

『憲法の創造力』\780+税
木村草太箸・NHK出版新書
気鋭の憲法学者の憲法入門書。君が代

不起立問題、裁判所と国民、一票の格差、

柔軟な9条など具体的な記述です。

『原発事故6年目|現地情報から
読み解く．ふるさと福島』

佐藤政男著・合同出版・￥1,600+税
著者は相馬市出身の薬学博士、福島県

九条の会事務局員。震災時は徳島文理大

学教授で、201 2年に福島に戻り、故郷

の現地から科学者として、被災の実態や

多くのデータや資料をもとに、原発事故

の現状や見通しを分析し、分かり易い。

『無情の神が霧い降LIる』
志賀 泉薯・筑摩書房・￥1,600+税
志賀は南相馬市小高区出身の太宰治賞
作家。故郷の小高が原発事故で避難区域

になり、寝たきりの母と暮らす男は･･･

犀推薦しだい本をお知らせください。
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①突然の"自衛隊の南スーダンからの撤収"・真実を言わない首相や稲田朋美防衛大臣…

②"共謀罪"は人の良心や思想を処罰、一般人も対象に。無能で稚拙な金田勝年法務大臣・・

⑧錘教育勅語"を暗唱させ、首相や安保法制を賛美する時代錯誤教育の森友学園問題…

④反民主主義で国粋・改憲・与党政治家のいつも背後にある“日本会織"の不気味さ…

⑤3.11政府追悼式で鐘原発事故"を言わない安倍首相。嘘や言い訳や桐喝ばっかり･ ．

⑥"震災･原発事故から6年"忘れさせようとする国・政府、まだまだ苦しんでいる国民…

－ ＜事務局よLI>

会報伽298の掲載許可をいただくため､松元ヒ
ロさんに手紙を書くと、すぐに「いいですよ－」

との元気な電話。また原町に来てほしいですね。

飯舘机浪江町､富岡町も避難が解除に｡"戻
る、戻らない"、戻っても、これからも大変です。

でも家族がいて元気なら、なんとかなります！

大震災.原発事故から6年｡様々なことがあ
り過ぎて記憶も暖昧です。■「記憶されたものだ

けが、記録にとどめられる」（民俗学者宮本常一)、

■「記録されたものしか、記憶にとどめられない」

（作家佐野眞一）という言葉があります。記録は大

事なのに、防衛省が日報を廃棄したとか、財務省も

森友の記録がないとか、国民は編されませんよ。
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